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Chapter 1: はじめに

Oracle Recovery Kit ドキュメンテーション

SIOS Protection Suite for Linux Oracle®Recovery Kitは、 SPS環境でOracleソフトウェアの障害回復能力

を高めます。Recovery Kit ソフトウェアは、Oracleデータベースのデータ整合性とLifeKeeper SIOS Protection
Suiteによって実現される可用性の向上を結び付けるメカニズムを提供します。

ドキュメントの内容

このガイドでは次の事項について説明します。

SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーション ( LifeKeeper GUI内の [Help] メニューからも参照でき

ます)。 SPS for Linuxのすべてのドキュメントおよび情報が提供されている場所のリスト。

要件。リカバリソフトウェアをインストールおよびセットアップするには、サーバが一定のハードウェア／ソフト

ウェア要件を満たしている必要があります。LifeKeeper Oracle Recovery Kitのインストールまたは削除の

詳しい手順については、を参照してください。SIOS Protection Suite Installation Guide

Recovery Kitの設定。 必要とする保護と柔軟性が得られるようにSPSを設定するには、設定ルールを

把握している必要があります。設定を適切にプランニングするには、ネットワーク設定、インターフェースの

選択、ユーザシステムのセットアップ、階層オプション、Oracle設定作業についての理解が必要です。こ

の「要件」セクションでは、設定のプランニングだけでなく、設定の例を示し、Recovery Kitを設定するた

めに必要な特定のタスクについて説明します。

トラブルシューティングこのセクションでは、情報メッセージとエラーメッセージ、および推奨される対処方法

の一覧を示します。

SIOS Protection Suite ドキュメンテーション

SIOS Technology CorpのWebサイトでは、以下のSPS製品のドキュメンテーションを提供しています。

l SPS for Linux リリースノート

l SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーション

l Optional Recovery Kit ドキュメンテーション

このドキュメンテーション、およびオプションのLifeKeeper Recovery Kit関連のドキュメンテーションは、次に示す

SIOS Technology CorpのWebサイトから入手できます。

http://jpdocs.us.sios.com
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要件

要件

LifeKeeper Oracle Recovery Kitのインストール /アンインストールを試みる前に、ハードウェア / ソフトウェア要件

とインストール /アンインストールの手順を理解しておく必要があります。

キットのハードウェア / ソフトウェア要件

設定が以下の要件を満たしていることを確認してください。

サーバ。このRecovery Kitには、SPSテクニカルドキュメンテーションおよびSPS リリースノートで説明され

ている LifeKeeperの要件に従って設定した 2台以上のサポートされているコンピュータが必要です。

共有ストレージ。Oracleデータベースは、SPS環境の共有ディスク上に置く必要があります。共有スト

レージのアーキテクチャにより、クラスタの各ノードに適切な LifeKeeper共有ストレージまたはマルチパスス

トレージキットをインストールする必要があります。NFSバックデータベースストレージの例では、LifeKeeper
NAS Kitのインストールが必要です。

LifeKeeper ソフトウェア。クラスタの各サーバにインストールする LifeKeeperソフトウェアのバージョン、およ

び適用する LifeKeeperソフトウェアパッチのバージョンが同一であることが絶対条件です。LifeKeeperの
特定の要件については、SPS リリースノートおよびSPSテクニカルドキュメンテーションを参照してくださ

い。

LifeKeeper IP Recovery Kit。リモートクライアントがOracleデータベースにアクセスする場合に、この

Recovery Kitが必要になります。同じバージョンのRecovery Kitを各サーバにインストールする必要があ

ります。

IP ネットワークインターフェース。各サーバは、イーサーネット TCP/IPをサポートするネットワークインター

フェースを 1つ以上必要とします。 IP切り替えが正しく動作するには、ローカルネットワークに接続されて

いるユーザシステムが標準のTCP/IP仕様に準拠している必要があります。

注記 :各サーバが必要とするネットワークインターフェースが1つだけであっても、異種メディア要件、スルー

プット要件、単一障害点の排除、ネットワークのセグメンテーションといった多くの理由のために、複数の

インターフェースを使用すべきです。

TCP/IP ソフトウェア。各サーバは TCP/IPソフトウェアも必要とします。

Oracle ソフトウェア。Oracleソフトウェアが各サーバにインストールおよび設定されていなければ、

LifeKeeperとLifeKeeper Oracle Recovery Kitの設定はできません。各サーバには同じバージョンをインス

トールする必要があります。最新のリリースの互換性および購入方法については、SPS リリースノートを

参照するか、営業担当者にお問い合わせください。

LifeKeeper Oracle Recovery Kitをインストールまたは削除する具体的な手順については、SPSインストールガ

イドを参照してください。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Chapter 2: LifeKeeper でのOracle の設定

本セクションでは、Oracleの設定を開始する前に検討すべき情報と、一般的な Oracleの設定例を示します。

以下の作業は、すべてのRecovery Kitを通じて同一の手順からなる共通の作業のため、SPS for Linuxテクニ

カルドキュメンテーションの管理セクションで説明しています。

l リソース依存関係の作成。既存のリソース階層と別のリソースインスタンスとの間に親子の依存関係を

作成し、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関係の変更を反映します。

l リソース依存関係の削除。リソースの依存関係を削除して、クラスタ内のすべての対象サーバに依存

関係の変更を反映します。

l In Service。リソース階層を特定のサーバで in serviceにします。

l Out of Service。リソース階層を特定のサーバで out of serviceにします。

l プロパティの表示 /編集。特定のサーバでリソース階層のプロパティを表示または編集します。

2.6カーネルを使用した LinuxディストリビューションへのOracleのインストール手順については、Linuxディストリ

ビューションのWebサイトを参照してください。

LifeKeeper Coreのリソース階層の設定に関する手順については、SIOS TechnologyのWebサイトにあるSPS
for Linuxテクニカルドキュメンテーションも参照してください。

Oracle特有の設定上の考慮事項

注記 : Raw I/OでOracleを使用する場合は、あらかじめRaw I/Oデバイスを適切にセットアップしておく必要が

あります。手順については、付録を参照してください。(Raw I/Oは LifeKeeper Single Server Protectionのオプ

ションではありません。)

Oracle Recovery Kitを設定する前に以下の準備作業を完了し、必ず各サーバからOracleが使用するファイ

ルシステムとディスクパーティションをアクセスできるようにしてください。

1. 個人用初期化ファイルのプロンプトの削除。Oracle Recovery Kitが正しく動作するためには、Oracle
ユーザの個人用初期化ファイル (つまり、 .profile、 .bash_profile)のプロンプトをすべて削除 (またはコメン

トとして除外 )する必要があります。このファイルはOracleユーザが使用するシェル専用です。対話型に

はできません。

注記 : 「stty」ステートメントを個人用初期化ファイルで使用する場合は、対話型ターミナルが使用され

ているかどうか確認する「if」ステートメントに入れる必要があります。

2. カーネルパラメータの設定。 linux カーネルパラメータ(共有メモリやその他のカーネルリソースなど)の設定

方法については、Oracleドキュメンテーションを参照してください。これらのパラメータの設定方法の例を

次に示します。

クラスタ内の各サーバで次のようにします。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Oracle特有の設定上の考慮事項

a. LifeKeeperを設定する前に、/etc/sysctl.confで次のように ipcsの限度を設定しま

す。

# changes for Oracle
kernel.shmmax = <value>
kernel.shmmni = <value>
kernel.shmall = <value>
kernel.sem = <value>

b. sysctl -pを実行して、上記の変更をカーネルに反映します。

c. 一部のディストリビューションでは、システム初期化ファイル (boot.localまたは rc.local)に
sysctl -p を追加して、再起動のたびに変更をカーネルに反映させる必要がありま

す。

3. $ORACLE_HOME ディレクトリ。$ORACLE_HOMEディレクトリおよび関連ファイルをローカルディスク上に

設定するときは、$ORACLE_HOMEディレクトリと各ファイルがすべてのサーバで同じになるように設定し

ます。Linuxの標準ユーティリティを使用して、ディレクトリとファイルを作成し、各サーバにコピーしてくださ

い。

注記 :一部のアクティブ /アクティブ設定では、 $ORACLE_HOMEの場所が異なります。

4. 場所。$ORACLE_HOMEディレクトリは共有ディスクまたは非共有ディスク上に置くことができます。ディレク

トリを共有メディアに置く利点は、$ORACLE_HOMEにも同じ共有ディスクが使用されていれば (例えば、

アクティブ /スタンバイ設定など)、パラメータファイルOracle_HOME/dbs/<initSID.oraや

spfileSID.ora>の設定が1回で済むことです。共有ディレクトリの不利な点は、一度に 1台のサー

バしかファイルシステムへの直接アクセスができないことです。SCSI リザベーションは、LifeKeeperによって

保護された共有ドライブへのアクセスを一度に 1台のサーバにしか許可しません。2つ以上のOracleイ
ンスタンス (SID)がクラスタ内で個々に保護されるアクティブ /アクティブ設定のクラスタを作成する場合

は、 $ORACLE_HOMEをローカルの非共有ストレージ上に設定する必要があります。

5. ユーザおよびグループ ID。Oracleユーザ (oracle)とグループ (dba)をすべてのサーバに作成する必要があり

ます。ユーザ ID とグループ IDの番号は、すべてのサーバで同じになるようにしてください。

6. データベース、アーカイブファイル、ログファイル、制御ファイル。すべてのデータベース、アーカイブファイル、

ログファイル、制御ファイルを共有ファイルシステムまたはディスクパーティションに作成する必要がありま

す。これらのロケーションは、Oracleパラメータファイルinit<SID>.ora または spfileSID.oraに設

定されます。データベースパラメータの編集については、Oracleドキュメンテーションを参照してください。こ

のパス名は全サーバで同じになるようにしてください。Oracleは内部的にこの情報を制御ファイルに保持

しているため、Oracleが稼動中でなければ、SYSTEMSデータベースのスペースとパスは変更できませ

ん。

注記 : Oracleログのアーカイブは、デフォルトでは有効になっていません。LifeKeeper Oracle階層の作成

前に有効になっている場合は、LifeKeeperがアーカイブファイルの場所を検知し、必要に応じて別のファ

イルシステム階層を作成します。しかし、ログアーカイブがLifeKeeper Oracle階層作成後に有効になる

場合は、共有アーカイブロケーションを保護するために手動でファイルシステム階層を作成および拡張

し、Oracleリソースからこの新しいファイルシステム階層へ依存関係を作成してください。

注記 :ロック付きのストレージアプリケーションを使用し、NFSマウントオプションへの推奨設定を行う場合

には、

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Oracle特有の設定上の考慮事項

rw,nolock,bg,hard,nointr,tcp,nfsvers=3,timeo=600,rsize=32768,wsize=32768
,actimeo=0など追加のnolockオプションをSPSで設定する必要があります。

7. Oracleの新規インストール時にデータベースインストールプログラムでデータベースを作成しない場合、

データベースインスタンスの最後の設定が容易になります。インストーラによってデータベースの作成が求

められた場合は、[No]を選択してください。インストールが完了したら、Oracle Database Creation
Assistant (dbca)を起動してください。dbcaは、データベースコンポーネント作成時のインストール先の制

御がより優れています。dbcaの起動時に、Flash Recovery AreaがLifeKeeperで保護するストレージ上

に作成されるように指定してください (これはOracle 11gに適用されます)。

重要 : Flash Recovery Destinationは、共有ドライブ上に配置してください。

runInstallerでデータベースの作成を行った場合は、手動で Flash Recovery Areaを再配置する必要が

あります。(注記 : runInstaller でデータベースを作成できるようにはしないでください。)

8. runInstallerユーティリティを使用したOracleのインストール中、Oracleデータベースのインストールに

進む前にインストーラがLinuxのパッケージおよび設定を確認するポイントがあります。LifeKeeper 7.2 (も
しくは、それ以降のバージョン)がインストールされている場合に、kshパッケージが見つからないというメッ

セージが表示されます。

このメッセージが表示された場合、画面右上の [Ignore All]にチェックを入れてください。

LifeKeeperのインストールにより kshパッケージが削除され、Public Domain Korn Shellのpdksh
に置き換えられます。Oracleのインストールは pdkshを使用してください。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Oracle特有の設定上の考慮事項

注記 :バージョン 8.0以降、Oracle ARKでは pdkshは必要ありません。ただし、LifeKeeper
Coreではまだ pdksh は必要であるため、[Ignore All]にチェックを入れる必要があります。

注記 :バージョン 8.1以降のLifeKeeperでは、独自のpdkshパッケージが提供されているため、

Oracleのkshの要件と競合しなくなりました。

9. データベースエンジンの調整。データの整合性とパフォーマンスのためにデータベースエンジンを調整すると

きのガイドラインについては、Oracleのマニュアルを参照してください。特に、障害回復能力の向上のた

めにアプリケーションを最適化するときは、メモリキャッシングとチェックポイントの頻度の調整が重要です。

チェックポイントの間隔がディスクにコミットされていないデータベーストランザクションの数を判定し、その結

果、システム障害の発生時に失われるデータベーストランザクションの数が決まります。

10. oratabファイルのデータベースエントリ。 /etc/oratabファイルにはデータベースに対応したエントリが必要で

す。LifeKeeper設定ルーチンは、このファイルの内容を使用して、$ORACLE_HOMEと$ORACLE_SID
の値を関係付けます。通常は、Oracleインストールプログラムが必要なエントリを作成します。ただし、

Oracleソフトウェアが共有ファイルシステムにインストールされた設定では、管理者がoratabファイルを、

Oracleのインストールが実行されたサーバから、他の各サーバの /etcディレクトリにコピーして、すべての

サーバで利用可能にする必要があります。

注記 :サーバごとに設定可能な oratabは 1つだけです。ファイルフォーマットについては、「Oracle Product
Manual」を参照してください。

注記 : oratabファイルは /etcなどの場所に収容できます。デフォルトでは、Oracle ARKは oratab
ファイルをまず/etcで検索した後、/var/opt/oracleでこのファイルを検索します。このいずれかのデ

フォルトの場所に oratabファイルがない場合は、ORACLE_ORATABLOCを

/etc/default/LifeKeeperで oratabが含まれるディレクトリに設定する必要があります。

11. 自動スタートアップの無効化。LifeKeeperにより制御されるデータベースは LifeKeeperにより起動される

ため、自動スタートアップアクションはすべて無効にしてください。LifeKeeperは、階層が作成されたときに

自動スタートアップを無効にします。これは、oratabファイルを変更することによって実現されます。

12. Listener設定ファイル、 listener.ora。エントリに新しい行を組み込まないでください(例えば、SID_
NAME=xxは 1行にします)。

13. Oracleデータベースのユーザ名およびパスワード。LifeKeeperはローカルセッションおよびOS認証を使用

して、Oracleデータベースを制御します。セキュリティ上の理由からローカルOS認証をオフにする場合、

LifeKeeperは指定されたユーザ名およびパスワードを使用できます。Oracleデータベースユーザは、保護

されるデーターベースに対して sysdba権限として接続可能である必要があり、各サーバのOracleデータ

ベースが同一のユーザ名とパスワードを保有している必要があります。この構成がリソースの作成中にス

キップされた場合、LifeKeeperはOracleデータベースリソースを制御するためにユーザ名およびパスワード

を使用しません。このパラメータはリソース作成後にいつでも追加、変更、削除することが可能です。

LifeKeeperの保護下に置かれたら、LifeKeeperおよびデータベースのユーザ権限を sysdbaから sysoper
に下げることができます。詳細については、Oracleデータベースアカウントに対するユーザ名 /パスワードの

変更を参照してください。

Oracleユーザ名およびパスワードの作成に関する情報

a. Oracleデータベースが起動しているノード上で、dbaグループの一部であるユーザで Linux
にログインしてください。(「oracle」アカウントが最も一般的です。)sqlplusユーティリティを使
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LifeKeeper保護用のOracle Net Listenerの設定

用して以下のコマンドを実行し、管理ユーザとしてデーターベースに接続してください。

$ sqlplus / as sysdba

b. この機能に対する新規ユーザを作成してください。

SQL> CREATE USER lkdba IDENTIFIED BY
“password”;

c. このユーザにSYSDBA権限を与えてください。

SQL> GRANT SYSDBA to lkdba;

d. Oracleが設定されると、LifeKeeperクラスタの各ノードが$ORACLE_HOMEのローカルコ

ピーを保有するので、クラスタの各ノードでこれらのコマンドを実行してください。LifeKeeper
Oracle階層の作成後、ノード上でデータベースを In Serviceにし、CREATE および

GRANT コマンド (上記 )を実行してOracleでユーザをセットアップしてください。

注意 :同じファイルシステムに 2つのデータベースを設定しないでください。どうしてもそうしなけれ

ばならない場合は、十分な注意が必要です。その場合には、両方のデータベースを LifeKeeper
の保護下に置き、両方の階層が同じプライマリサーバとバックアップサーバを持つようにする必要が

あります。

LifeKeeper保護用のOracle Net Listenerの設定

Oracleデータベースがリモートクライアント接続に対応する場合、Oracleデータベースサーバに加えて、Oracle
Listenerを保護することができます。Oracleネットワーク設定ユーティリティを使用してOracleネットワーク設定

ファイル(例えば、 listener.ora、 tnsnames.oraなど)を作成する方法については、Oracleドキュメンテーションを

参照してください。

注記 :複数のリソースに対しての共有 Oracle Listenerの作成方法については、このドキュメントの付録の「複

数のリソースに対する共有 Oracle Listenerの作成」を参照してください。

Listenerの設定

1. クライアントが接続するための切り替え可能 IPアドレスを選択する必要があります。このアドレスはDNS
に登録すると良いでしょう。(IPのリソース階層を作成する方法の詳細については、LifeKeeper IP
Recovery Kit ドキュメンテーションを参照してください。リソース依存関係を作成する方法の詳細につい

ては、「GUI Administration Tasks」のリソース依存関係の作成トピックを参照してください。)

2. listener.oraファイルで、データベースサービス名のHOSTにこの切り替え可能な IPアドレスを指定

してください。(listener.oraファイルの詳細については、Oracleドキュメンテーションを参照してくださ

い。)データベースサービス名のHOSTには、切り替え可能な IPアドレスの代わりにDNS名を使用でき

ますが、LifeKeeperのベストプラクティスとしては推奨されません。切り替え可能な IPアドレスを使用する

ことにより、DNSルックアップの問題の影響によって quickCheckや restoreまたは remove処理中に

LifeKeeperがリスナーの実行ステータスを決定できなくなることを防止できます。また、リスナーが1つしか

定義されていない場合でも SID_LIST_LISTENER stanzaを定義する必要があります。

listener.oraのサンプルフォーマット :

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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.

.

.
SID_LIST_LISTENER =

(SID_LIST =
(SID_DESC =

(SID_NAME = <SID Name>)
)

)
.
.
.

<listener name>=

(DESCRIPTION_LIST =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = <switchable IP>)(PORT =
<port number>))

)
)

.

.

.

3. tnsnames.oraファイルまたはOracle NamesのHOSTに切り替え可能な IPアドレスを指定してくださ

い。(tnsnames.oraファイルの詳細については、Oracleドキュメンテーションを参照してください。)データ

ベースサービス名のHOSTには、切り替え可能な IPアドレスの代わりにDNS名を使用できますが、

LifeKeeperのベストプラクティスとしては推奨されません。切り替え可能な IPアドレスを使用することによ

り、DNSルックアップの問題の影響によって quickCheckや restoreまたは remove処理中に LifeKeeper
がリスナーの実行ステータスを決定できなくなることを防止できます。

.

.

.
<SID Name>=

(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = <switchable IP>)(PORT =
<port number>))
)
(CONNECT_DATA =
(SID = <SID Name>)

)
)

これらのサンプルファイルは、Oracle 10gおよび11gの両方で正常に動作します。

listener.ora
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LifeKeeperでの透過的アプリケーションフェイルオーバの設定

SID_LIST_LISTENER =
(SID_LIST =
(SID_DESC =

(SID_NAME = ORA11A)
)

)

LISTENER =
(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 192.0.2.0)(PORT = 1521))

)
)

tnsnames.ora

ORA01 =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 192.0.2.0)(PORT = 1521))

)
(CONNECT_DATA =
(SID = ORA01)

)
)

通常のlistener.oraの場所は $ORACLE_HOME/network/adminになります。最も一般

的なポート番号は 1521です。データベースのグローバル名は、作成時に定義されます。

$ORACLE_HOMEディレクトリが非共有ストレージ上にインストールされている場合は、

listener.oraのコピーは両システム上に必要となるので注意してください。

注記 : Oracle Netは、サービスのリスナーに障害が発生した場合に、クライアント接続を自動的

に他のリスナーにフェイルオーバするオプションを提供しています。この機能を利用するには、

tnsnames.oraファイルで FAILOVERパラメータを「ON」に設定します。こうしておけば、

LifeKeeperによって保護されたOracle SIDのリスナーに障害が発生しても、LifeKeeperが保護

下にあるリスナーを回復するまで、クライアント接続は別のリスナーを通じて継続されます。

LifeKeeperでの透過的アプリケーションフェイルオーバの設定

サーバがフェイルオーバしたり、Oracleデータベースに障害が発生したりすると、ユーザは深刻な影響を受けてし

まいます。通常は、データベースへの接続が切断されるだけでなく、作業中のデータもほとんど失われます。フェイ

ルオーバが完了 (またはOracleデータベースが回復 )すると、クライアントはアプリケーションを再起動してデータ

ベースに再接続する必要があります。Oracleの透過的アプリケーションフェイルオーバ( TAF)機能を使用すると、

障害によってはそれにマスクをかけて、その影響を減らしたりなくしたりすることができます。LifeKeeper環境で

TAFを設定する際には、LifeKeeperサーバ側で行う作業とOracleクライアント側で行う作業があります。

このTAF機能の効果的な利用をお考えの場合は、クライアントアプリケーションでOracle Call Interface ( OCI)
からAPIを呼び出す際に、フェイルオーバを意識した呼び出しを行う必要があります。また、 tnsnames.oraファイ
ルにOracle Netのパラメータを指定して、適切な TAFの設定を行う必要があります。TAFモードは、

tnsnames.oraのCONNECT_DATAセクションに FAILOVER_MODEパラメータを指定して設定します。TAF
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LifeKeeperでの透過的アプリケーションフェイルオーバの設定

のメカニズムでは、フェイルオーバ時のクライアント接続の動作を制御するサブパラメータをいくつかサポートしてい

ます。LifeKeeper for Linux Oracle Recovery Kitでは、TAF設定時に以下のサブパラメータを指定できます。

TYPE= (SELECT または SESSION)

クライアント接続を TAFでどのようにフェイルオーバするかを指定します。SELECTを指定すると

Oracleは、移行中に発行されたすべてのselectステートメントを記録します。新しい接続が確

立されるとすべてのselectステートメントが再実行され、カーソルを元の位置に配置してクライアン

トが行のフェッチを継続できるようにします。SESSIONを指定すると接続のみが新規に作成さ

れ、作業中のデータは失われます。

METHOD= (BASIC)。

このメソッドを指定するとTAFは、一次接続が失敗したときのみ再接続を試みます。他に

PRECONNECT メソッドがありますが、LifeKeeperでは現在のところ PRECONNECT メソッドの

使用はサポートしておりません。

DELAY=(秒数 )

障害発生後、TAFが再接続を試みる間隔を秒数で指定します。クライアントアプリケーションや

環境に合った値を指定する必要があります。

RETRIES=(試行回数 )

障害発生後、TAFが再接続を試みる回数を指定します。DELAY とRETRIESを組み合わせ

て使用する際には、サーバで障害が発生したときにOracleが完全に回復できる、十分な時間

を設定する必要があります。そうすることで TAFは、サーバのフェイルオーバの完了後、十分に時

間的余裕を持って再起動できるようになります。

以下は、クライアントシステム用サンプル tnsnames.oraファイルからの抜粋です。

LKproDB=

(DESCRIPTION=

(ADDRESS_LIST=
(ADDRESS = (PROTOCOL=TCP) (HOST=<switchableIP>)
(PORT=<port number>))
)
(CONNECT_DATA=

(SID=LKroDB)
(SERVER=DEDICATED)
(FAILOVER_MODE=

(TYPE=SELECT)
(METHOD=BASIC)
(DELAY=5)
(RETRIES=30)

)

)
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設定例

)

通常のtnsnames.oraの場所は $ORACLE_HOME/network/adminになります。最も一般的なポート番

号は 1521です。 tnsnames.oraファイルはユーザのホームディレクトリにも同様に配置されます。$ORACLE_
HOMEディレクトリが非共有ストレージ上にインストールされている場合は、listener.oraおよび

tnsnames.oraのコピーが両システム上に必要になるので注意してください。

Oracleデータベースを保護している LifeKeeperサーバでは、LifeKeeperによって保護されている切り替え可能

な IPアドレスを使用してリスナーを設定する必要があります。Oracle Net とリスナーの設定の詳細については、

前述の「LifeKeeper保護用のOracle Net Listenerの設定」セクションを参照してください。

設定例

以下の図は、LifeKeeper SPS環境におけるOracleのアクティブ /スタンバイおよびアクティブ /アクティブの設定

例を示しています。

本セクションの例を見れば、Oracleデータベースインスタンスをローカルディスクおよび共有ディスク上に設定する

方法がわかります。それぞれの表は、設定タイプとOracleパラメータの関係を示しています。これらの設定は、

本書で説明している、Oracleの設定とLifeKeeperソフトウェアの互換性を保証する設定ルールおよび要件に

も適合しています。

本セクションでは、まず設定の要件を説明し、次にそれぞれの設定例を示します。

l アクティブ /スタンバイ

l アクティブ /アクティブ

本セクションの例は、設定のサンプルにすぎませんが、これらの設定を理解し、設定ルールに従うことにより、利

用する環境に適した効果的なソリューションの定義およびセットアップが容易にできるようになります。

設定の要件

それぞれの例では、1つまたは 2つのデータベース ( databaseA、databaseB)が使用されています。デフォルトで

は、Oracleデータベースのシステム識別子 ( SID)と一致するタグ名がLifeKeeperから示されます。ただし、以下

の例では、databaseA-on-server1のようにSID とサーバ名で構成されたタグ名が使用されています。

設定例を理解するには、次のような設定要件を留意しておいてください。

l LifeKeeper 階層。LifeKeeperの管理を実行するときに、プライマリサーバはOracleインスタンスが現在

実行されている場所を参照します。LifeKeeper階層を作成するときのシステム管理はこのサーバで行わ

れます。この設定例では、プライマリサーバは Server 1、バックアップサーバまたは代替サーバは Server 2
です。

l 1台のサーバのみによってロックされる共有ディスク。共有ストレージリソースがLifeKeeperの保護下にあ

ると、そのリソースに一度にアクセス可能なサーバは 1つだけになります。共有デバイスがディスクアレイで

ある場合、LUN全体が保護されます。共有デバイスがディスクである場合、ディスク全体が保護されま

す。共有デバイスがディスクの場合は、ディスク全体がリザーブされます。サーバに障害が発生すると、最

も優先順位の高いバックアップサーバが自身の保護を確立し、他のサーバをすべてロックします。

l 共有ディスク上のデータベース。LifeKeeper Oracle Recovery Kitが正しく機能するには、データベースが
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アクティブ /スタンバイ設定

常に共有デバイス上にあることが必要です。データベースは 1つまたは複数のファイルシステムおよびディ

スク上に存在することができます。

注記 :それぞれの設定図に付随する表は、プライマリサーバ( Server 1)の場合は [Create Resource Hierarchy]
ウィザードに、バックアップサーバ( Server 2)の場合は [Extend Resource Hierarchy]ウィザードに入力される適切

な情報の例を示しています。ウィザードに入力する情報の詳細については、LifeKeeperの設定作業を参照し

てください。これらの表は、Recovery Kitを設定するときに役立つ参照情報となります。

アクティブ /スタンバイ設定

このセクションでは、2つのアクティブ /スタンバイ設定の例 (図 1と図 2)を紹介します。これらの構成では、

Server 1がデータベースへの排他アクセスを持っているため、アクティブと見なされます。Server 2は別の処理を

実行します。Server 1に障害が発生すると、Server 2がデータベースにアクセス可能になり、LifeKeeperがデータ

ベースの稼動を再確立します。

図 1アクティブ / スタンバイ設定、例 1

設定に関する注記 :

1. 各サーバは独自の$ORACLE_HOMEディレクトリを非共有ディスク上に置いています。各サーバには同

じバージョンのOracleアプリケーションが導入されています。

2. $ORACLE_HOMEパスはどちらのサーバでも同じです。

3. データベースdatabaseAは共有ディスク上にあります。

Server1でのリソース階層の作成 :

サーバ: Server1

データベースのORACLE_SID databaseA
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アクティブ /スタンバイ設定

データベースのユーザ名 system

ユーザ名のパスワード **********

データベースのORACLE_HOME /home1/oracle

データベースタグ: databaseA-on-server1

Server 2へのリソース階層の拡張 :

テンプレートサーバ: Server1

拡張するタグ: databaseA-on-server1

ターゲットサーバ: Server2

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseA-on-server1
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アクティブ /スタンバイ設定

図 2アクティブ / スタンバイ設定、例 2

設定に関する注記 :

1. どちらのサーバも共有ディスク上の$ORACLE_HOMEディレクトリを使用します。

2. $ORACLE_HOMEパスはどちらのサーバでも同じです。

3. データベースdatabaseAは共有ディスク上にあります。

4. Server 1がアクティブである間、Server 2は共有ディスクのファイルおよびディレクトリにアクセ

スできません。

5. $ORACLE_HOMEはデータベースと同じ共有ディスク上または別のディスク上に置くことが

できます。

Server1でのリソース階層の作成 :

サーバ: Server1

データベースのORACLE_SID databaseA

データベースのユーザ名 system

ユーザ名のパスワード **********

データベースのORACLE_HOME /shr1/oracle

データベースタグ: databaseA-on-server1
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アクティブ /アクティブ設定

Server 2へのリソース階層の拡張 :

テンプレートサーバ: Server1

拡張するタグ: databaseA-on-server1

ターゲットサーバ: Server2

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseA-on-server1

アクティブ /アクティブ設定

アクティブ /アクティブ設定は、それぞれが別々のデータベースインスタンスを実行する 2台以上のサーバで構成さ

れます。各データベースは、別々の共有ディスク上にある必要があります。

$ORACLE_HOMEは、設定の要件に応じて、非共有ディスクまたは共有ディスク上に置くことができます。例え

ば、共通の$ORACLE_HOMEを使用する任意のサーバ上の複数のデータベースインスタンスは、$ORACLE_
HOMEが非共有ディスク上にある必要があります。$ORACLE_HOMEディレクトリが共有ディスク上にある場合

は、別々の共有ディスクでなければなりません。

本セクションでは、図 3と図 4に示されている 2種類のアクティブ /アクティブ設定の例を検討します。

l 共有リソース上のデータベースと、非共有リソース上の一般的な $ORACLE_HOME。

l 共有リソース上のデータベースと、同じ共有リソース上の適切な $ORACLE_HOME。

注記 :非共有ストレージ上で複数の$ORACLE_HOMEを使用しているサーバの複数のデータベースインスタン

スは除外されます。

図 3アクティブ / アクティブ設定の例
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アクティブ /アクティブ設定

設定に関する注記 :

1. サーバは独自の$ORACLE_HOMEディレクトリを非共有ディスク上に配置します。各サーバには同じ

バージョンのOracleアプリケーションが導入されています。

2. $ORACLE_HOMEパスはどちらのサーバでも同じです。

3. 2つのデータベース、databaseA とdatabaseBは共有ディスク上にあります。

4. 両方のOracleインスタンスのエントリが含まれている oratabファイルは、両サーバの /etc/にあります。

5. 最初は、Server 1で databaseAが、Server 2で databaseBが稼動します。スイッチオーバが行われると、

1つのシステムが両方のデータベースを実行できます。

6. 詳細については、ローカルストレージでのOracleバイナリのインストール後のOracleデータベース階層の

作成を参照してください。

Server 1での 1つ目のリソース階層の作成 :

サーバ: Server1

データベースのORACLE_SID: databaseA

データベースのユーザ名 system

ユーザ名のパスワード **********

データベースのORACLE_HOME /home1/oracle

データベースタグ: databaseA-on-
server1

1つ目のリソース階層の Server 2への拡張 :

テンプレートサーバ: Server1

拡張するタグ: databaseA-on-server1

ターゲットサーバ: Server2

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseA-on-server1

Server 2での 2番目のリソース階層の作成 :

サーバ: Server2

データベースのORACLE_SID: databaseB

データベースのユーザ名 system

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 16



アクティブ /アクティブ設定

ユーザ名のパスワード **********

データベースのORACLE_HOME /home1/oracle

データベースタグ: databaseB-on-server2

2つ目のリソース階層の Server 1への拡張 :

テンプレートサーバ: Server2

拡張するタグ: databaseB-on-server2

ターゲットサーバ: Server1

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseB-on-server2

図  4アクティブ / アクティブ設定、例 2

設定に関する注記 :
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アクティブ /アクティブ設定

1. 両サーバが別々の共有ディスク上の$ORACLE_HOMEディレクトリを使用します。

2. Oracleアプリケーションはどちらのサーバでも同じです。$ORACLE_HOMEは、サーバに定義されたインス

タンスごとに異なります。

3. 2つのデータベース、databaseA とdatabaseBは共有ディスク上にあります。

4. 両方のOracleインスタンスのエントリが含まれている oratabファイルは /etc/にあります。

5. Oracleインスタンスごとに一意のログインが必要です。それぞれのログインに対する Idおよびgidは Server
1およびServer 2で同一である必要があります。

6. 最初は、Server 1で databaseAが、Server 2で databaseBが稼動します。スイッチオーバが行われると、

1つのシステムが両方のデータベースを実行できます。

Server 1での 1つ目のリソース階層の作成 :

サーバ: Server1

データベースのORACLE_SID: databaseA

データベースのユーザ名 system

ユーザ名のパスワード **********

データベースのORACLE_HOME /shr1/oracle

データベースタグ: databaseA-on-
server1

1つ目のリソース階層の Server 2への拡張 :

テンプレートサーバ: Server1

拡張するタグ: databaseA-on-server1

ターゲットサーバ: Server2

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseA-on-server1

Server 2での 2番目のリソース階層の作成 :

サーバ: Server2

データベースのORACLE_SID: databaseB

データベースのユーザ名 system

ユーザ名のパスワード **********
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データベースのORACLE_HOME /shr2/oracle

データベースタグ: databaseB-on-
server2

2つ目のリソース階層の Server 1への拡張 :

テンプレートサーバ: Server2

拡張するタグ: databaseB-on-server2

ターゲットサーバ: Server1

ターゲットの優先順位 : 10

データベースタグ: databaseB-on-server2
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Chapter 3: LifeKeeper の設定作業

設定作業は LifeKeeper GUIを使用して実行できます。以下の4つの作業は、Oracleリソースインスタンス特

有のものであり、Recovery Kitごとに異なるため、本書で説明しています。

l リソース階層の作成。アプリケーションリソース階層を LifeKeeperクラスタに作成します。

l リソース階層の削除。リソース階層を LifeKeeperクラスタ内のすべてのサーバから削除します。

l リソース階層の拡張。リソース階層をプライマリサーバからバックアップサーバへ拡張します。

l リソース階層の拡張解除。リソース階層を LifeKeeperクラスター内の1つのサーバから拡張解除 (削
除 )します。

l Oracle設定の参照 - [Resource Properties]ダイアログを参照できます。

l ユーザ名 /パスワードの変更。Oracleデータベースを保護するためにログインするユーザ名およびパスワー

ドの変更します。

l リソース階層のテスト。手動スイッチオーバを実施することで、Oracleリソース階層をテストできます。

以下のタスクはすべてのRecovery Kitで手順が同じであるためSPS for Linuxテクニカルドキュメンテーションの管

理Administrationセクションで説明します。

l リソース依存関係の作成 .既存のリソース階層と別のリソースインスタンスとの間に親子の依存関係を作

成し、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関係の変更を反映します。

l リソース依存関係の削除 .リソースの依存関係を削除して、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関

係の変更を反映します。

l In Service.リソース階層を特定のサーバで In Serviceにします。

l Out of Service.リソース階層を特定のサーバでOut of Serviceにします。

l 表示 /編集 特定のサーバでリソース階層のプロパティを表示または編集します。

注記 :本セクションの残りの部分では、LifeKeeper GUIの [Edit] メニューから特定の作業を選択して Recovery
Kitを設定する方法について説明します。設定作業はツールバーから選択することもできます。状況表示ウィン

ドウの [Resource Hierarchy Tree](左側のペイン) のグローバルリソースを右クリックして、 [Edit] メニューと同じド

ロップダウンメニューの選択項目を表示することもできます。言うまでもなく、これは階層がすでに存在している場

合にだけ可能な方法です。

状況表示ウィンドウの [Resource Hierarchy Table](右側のペイン) のリソースインスタンスを右クリックして、サー

バおよび特定リソースの状況に応じて、リソース階層の作成を除くすべての設定作業を実行することもできま

す。
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リソース階層の作成

リソース階層の作成

注記 : Oracle Net リモートクライアントアクセスを利用するには、クライアントの接続に使用する IPアドレスが、

Oracleリソース階層に依存関係を持っている LifeKeeperの保護下にある必要があります。(詳細については、

Lifekeeper保護用のOracle Net Listenerの設定を参照してください。)

プライマリサーバからリソースインスタンスを作成するには、以下の手順を実行します。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Server]を選択してください。ドロップダウンメニューか

ら、[Create Resource Hierarchy]を選択してください。

重要 : リソースを作成するときは、Oracleアプリケーションが実行されている必要があります。

ダイアログボックスが表示され、クラスタ内にインストール済みの認識されているすべてのRecovery
Kitがドロップダウンリストボックスに表示されます。ドロップダウンリストから [Oracle Database]を選

択してください。[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

注記 :ダイアログボックスで [Back]ボタンが有効な場合は、前のダイアログボックスに戻ることがで

きます。これは、エラーが発生して、以前に入力した情報を訂正する必要がある場合に特に役

立ちます。

階層作成手順のどの段階でも、[Cancel]をクリックすると、作成プロセス全体がキャンセルされま

す。

2. [Switchback Type]を選択してください。この選択によって、バックアップサーバへのフェイルオーバの後、

Oracleインスタンスが In Serviceに戻ったときに、このサーバにどのようにスイッチバックされるのかが決まり

ます。 intelligentまたは automaticを選択できます。 Intelligent switchbackでは、インスタンスをプライマリ

／オリジナルサーバにスイッチバックするときに、管理者の介入が必要になります。自動スイッチバックの場

合は、プライマリサーバがオンラインに戻り、LifeKeeperコミュニケーションパスを再確立した直後にスイッチ

バックが行われます。

スイッチバックタイプは、必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの [General]タブで

後から変更できます。[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. Oracleデータベースを配置したいサーバを選択してください(通常これは、プライマリサーバまたはテンプ

レートサーバと呼ばれます)。クラスタ内のすべてのサーバがドロップダウンリストに表示されます。[Next]を
クリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. このDatabase IDのORACLE_SIDを選択してください。これは、設定するデータベースのOracleシステ

ム識別子を指定するタグ名です。 /etc/oratabにこのデータベースのエントリが存在しなければなりません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

5. ORACLE_SIDの [Username] を入力してください。これはORACLE_SIDにログインする間に指定す

るOracleデータベースのユーザ名になります。このユーザ名は、フルコントロールを与えるためにデータベー

スに対して sysdba権限で接続可能である必要があります。[Next]をクリックして次のダイアログボックス

に進んでください。(このフィールドは空欄のままでも問題ありません。空欄にした場合は、LifeKeeperは
Oracleデータベースユーザリソースを制御するためにユーザ名およびパスワードを使用しません。次のス

テップの [Input Password]がスキップされます。)

6. [Password]を入力してください。このパスワードはORACLE_SIDにログインする際に指定するパスワード

です。このパスワードは、LifeKeeperにより暗号化されて保存されます。[Next]をクリックして次のダイアロ
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リソース階層の削除

グボックスに進んでください。

7. Oracleリソースに依存して含まれる Listenerのタグ名を選択してください。リストが、現在サーバ上で保

護されているすべてのListenerリソースを表示します。Oracle SIDに対して要求される Listenerに一致

した Listenerリソースタグを選択してください。Listenerリソースが存在しない場合は、[None]を選択し

てください。

8. [Database Tag]を選択または入力します。これは、LifeKeeperがOracle階層に与えるタグ名です。デ

フォルトを選択するか、独自のタグ名を入力することができます。

[Create]をクリックすると、[Create Resource]ウィザードによってOracleリソースが作成されます。

9. この時点で情報ボックスが表示され、LifeKeeperは、Oracleリソース階層を作成するのに有効なデータ

が提供されているか検査します。LifeKeeperが問題を検知した場合は、インフォメーションボックスにエ

ラーが表示されます。認証に成功すると、リソースが作成されます。

[Next]をクリックして [Pre-extend]ダイアログボックス(このドキュメントで後述 )に進んでください。リ

ソース階層を LifeKeeperで保護するには、クラスタ内の別のサーバにリソース階層を拡張する必

要があります。

リソース階層の削除

リソース階層をSPS 環境から削除するには、次の手順を実行します。

1. [LifeKeeper GUI] メニューから [Edit]を選択し、次に [Resouce]を選択してください。ドロップダウンメ

ニューから、[Delete Resource Hierarchy]を選択してください。

2. Oracleリソース階層を削除する [Target Server]の名前を選択してください。

注記 :右側ペインで個々のリソースインスタンスを右クリックした場合、またはリソースが1台の

サーバ上のみにあり、左側ペインでグローバルリソースを右クリックし、 [Delete Resource]作業を選

択した場合、このダイアログボックスは表示されません。
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リソース階層の削除

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Hierarchy to Delete]を選択してください。削除するリソース階層を指定して、強調表示にしてください。

注記 :左側のペインからグローバルリソースを右クリックするか、右側のペインから個々のリソースイ

ンスタンスを右クリックして [Delete Resource]作業を選択した場合、このダイアログボックスは表

示されません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. 選択したターゲットサーバと、削除の対象として選択した階層を確認する情報ボックスが表示されます。
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リソース階層の削除

[Delete]をクリックしてリソースを削除し、最後のダイアログボックスに進んでください。

5. Oracleリソースが正常に削除されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。

6. [Done]をクリックして、[Delete Resource Hierarchy]メニューを終了します。
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リソース階層の拡張

注記 :複数のリソースに対する共有 Oracle Listenerの作成方法については、付録の「複数のリソースに対する

共有 Oracle Listenerの作成」を参照してください。

リソース階層の拡張

階層の作成後、クラスタ内の別のサーバに拡張する必要があります。3通りのシナリオで、テンプレートサーバか

らターゲットサーバにリソースインスタンスを拡張できます。最初のシナリオは、リソース作成後、表示された情報

ダイアログボックスで [Next]をクリックすることで、「続けて」、そのリソースを別のサーバに拡張する場合です。2番
目のシナリオは、以下に示すように [Edit] メニューから [Extend Resource Hierarchy]作業を入力する場合で

す。3番目のシナリオは、左側または右側のペインから拡張されていない階層を右クリックする場合です。どのシ

ナリオでも同じダイアログボックスが表示されます(いくつかの例外については、以下に詳細を明記します)。

1. LifeKeeper GUI メニューからExtend ウィザードを起動している場合は、[Edit]を選択し、次に

[Resource]を選択してください。ドロップダウンメニューから [Extend Resource Hierarchy]を選択してく

ださい。これで Pre-Extend Resource Hierarchyウィザードが起動されます。

2. 最初のダイアログボックスが表示され、現在 Oracleリソース階層がサービス中のテンプレートサーバを選

択するように指示されます。ここで選択するするテンプレートサーバと次のダイアログボックスで選択する

[Tag to Extend]によって、サービス中のリソース階層が表されることを認識しておくことが重要です。選択

したテンプレートサーバでサービス中でないリソースタグを選択すると、エラーメッセージが表示されます。こ

のダイアログのドロップダウンボックスには、クラスタ内の全サーバの名前が示されています。

注記 : Oracleリソース階層の作成に続いて [Pre-Extend Resource Hierarchy]作業に入った

場合、ウィザードが作成段階にあるテンプレートサーバをすでに確認しているため、このダイアログ

ボックスは表示されません。GUIウィンドウの左側ペインのOracleリソースアイコンまたは右側ペイ

ンのOracleリソースボックスを右クリックして、[Extend Resource Hierarchy]を選択した場合も

同様です。

階層を拡張する手順の間に [Cancel]をクリックすると、どの時点であってもそのサーバへの拡張プ

ロセスがキャンセルされるので注意してください。ただし、すでにリソースを別のサーバに拡張してい

る場合は、明示的に拡張解除するまで、そのインスタンスの拡張は有効です。

例えば、Server 1にリソースを作成し、そのリソースをServer 2へ拡張したとします。同じリソース

をServer 3に拡張している最中に、気が変わっていずれかのダイアログボックス内の [Cancel]ボタ

ンをクリックしたとします。この場合は、Server3へのリソース拡張だけがキャンセルされ、Server2へ
の拡張はキャンセルされません。この階層からServer2を削除したい場合は、Server2からリソー

スを拡張解除する必要があります。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Tag to Extend]を選択してください。これは、テンプレートサーバからターゲットサーバに拡張するOracle
インスタンスの名前です。ウィザードのドロップダウンメニューには、前のダイアログボックスで選択した、テン

プレートサーバ上に作成されているすべてのリソースが表示されます。

注記 : ここでも、Oracleリソース階層の作成に続いて [Pre-Extend Resource Hierarchy]作業に
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入った場合、ウィザードが作成段階にあるOracleリソースのタグ名をすでに確認しているため、こ

のダイアログボックスは表示されません。GUIウィンドウの左側ペインのOracleリソースアイコンまた

は右側ペインのOracleリソースボックスを右クリックして、[Extend Resource Hierarchy]を選択

した場合も同様です。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. Oracleリソース階層を拡張するターゲットサーバを選択してください。ドロップダウンボックスに、選択された

階層にまだ入っていないクラスタ内のサーバ名の一覧が表示されます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

5. [Switchback Type]を選択します。この選択によって、バックアップサーバへのフェイルオーバの後、Oracle
インスタンスがサービス中に戻ったときに、このサーバにどのようにスイッチバックされるのかが決まります。

intelligentまたは automaticを選択できます。 Intelligent switchbackでは、インスタンスをプライマリ /オリ

ジナルサーバにスイッチバックするときに、管理者の介入が必要になります。automatic switchbackの場

合は、プライマリサーバがオンラインに戻り、LifeKeeperコミュニケーションパスを再確立した直後にスイッチ

バックが行われます。

スイッチバックタイプは、必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの [General] タブで

後から変更できます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

6. [Template Priority]を選択または入力します。これはサーバ上で現在サービス中のOracle階層の優

先順位です。優先順位は、1～999の範囲で未使用の値が有効で、小さい数字ほど優先順位が高く

なります(数字 1が最高の優先順位に相当します)。拡張処理時に、別のシステムですでに使用中の

優先順位をこの階層に対して指定することはできません。デフォルト値を推奨します。注記 :このフィール

ドは階層を最初に拡張するときだけ表示されます。

7. [Target Priority]を選択または入力します。これは、他のサーバにある同等の階層に対する、新しく拡

張するOracle階層の優先順位です。1～999の範囲で、まだ優先順位として使用されていない値が

有効で、リソースのカスケーディングフェイルオーバシーケンスにおけるサーバの優先順位を示します。数値
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が小さいほど優先順位は高くなります( 1は最高の優先順位を表します)。LifeKeeperのデフォルトで

は、階層が作成されたサーバに「1」が割り当てられることに注意してください。優先順位は連続している

必要はありませんが、特定のリソースについて 2つのサーバに同じ優先順位を割り当てることはできませ

ん。

[Next]をクリックします。

8. 情報ボックスが表示され、LifeKeeperが環境のチェックを正常に完了し、このOracleリソースを拡張する

ためのすべての要件が満たされていることが示されます。満たされていない要件がある場合は、 [Next]ボ
タンは選択できなくなり、 [Back]ボタンが有効になります。

[Back]をクリックした場合、情報ボックスに表示されるエラーメッセージの内容に従って、リソースの

拡張を変更できます。

ここで [Cancel]をクリックすると、いずれかの時点でここに戻り、Oracleリソース階層を別のサーバ

に拡張して、LifeKeeperの保護下に置く必要があります。

[Next]をクリックすると、 [Extend Resource Hierarchy]設定作業に入ります。

9. [Database Tag]が表示されたら、[Extend]をクリックしてください。

10. 拡張が実行されていることを示す情報ボックスが表示されます。
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同じ Oracleリソースインスタンスをクラスタ内の別のサーバに拡張したい場合は、[Next Server]を
クリックします。その場合は、[Extend Resource Hierarchy]操作が繰り返されます。

[Finish]をクリックすると、Oracleリソースの拡張が正常に完了したことを示す別のダイアログボック

スが表示されます。

11. [Done]をクリックして、[Extend Resources Hierarchy]メニューを終了します。

注記 :必ず両方のサーバで新しいインスタンスの機能をテストしてください。

リソース階層の拡張解除

1. [LifeKeeper GUI]メニューから [Edit]を選択し、次に [Resouce]を選択してください。ドロップダウンメ

ニューから [Unextend Resource Hierarchy]を選択してください。

2. Oracleリソースを拡張解除したいTarget Serverを選択してください。Oracleが現在 In Serviceのサーバ

は選択できません。

注記 :右側のペインから個々のリソースインスタンスを右クリックして拡張解除作業を選択した場

合、このダイアログボックスは表示されません。
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リソース階層の拡張解除

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. 拡張解除する Oracle階層を選択してください。注記 :左側のペインからグローバルリソースを右クリック

するか、右側のペインから個々のリソースインスタンスを右クリックして拡張解除作業を選択した場合、こ

のダイアログボックスは表示されません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. 拡張解除のために選択したターゲットサーバとOracleリソース階層を確認する情報ボックスが表示され

ます。

[Unextend]をクリックしてください。

5. Oracleリソースが正常に拡張解除されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。
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Oracle設定の参照

6. [Done]をクリックして、[Unextend Resource Hierarchy]メニューの選択を終了します。

Oracle 設定の参照

[Resource Properties]ダイアログは [Edit]メニューもしくはリソースコンテキストメニューから参照可能です。この

ダイアログには、サーバ上の特定のリソースに対するプロパティが表示されます。[Edit]メニューからアクセスした場

合は、リソースおよびサーバを選択することができます。リソースコンテキストメニューからアクセスする場合はサーバ

を選択することができます。

[Configuration]タブからは以下のOracle設定を参照することができます。

l ORACLE_HOME

l ORACLE_SID

l Oracle User

l Oracle Group

l Oracle Database User

l Oracle Database User Role
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Oracleデータベースアカウントに対するユーザ名 /パスワードの変更

l Oracle Version

l Oracle Utility

Oracleデータベースアカウントに対するユーザ名 /パスワードの変更

階層作成後、以下のいずれかの手順でユーザ名およびパスワードを変更してください。

$ORACLE_HOMEが共有 (もしくは複製 )ストレージ上にある場合 (一般的なアクティブ-パッシブ構成 ) ：

1. Oracleデータベースインスタンスが動作可能なシステム上で LifeKeeperの設定ファイル /etc/de-
fault/LifeKeeperを編集し、以下の行をファイルに追加してください。

LK_ORA_NICE=1
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Oracleデータベースアカウントに対するユーザ名 /パスワードの変更

Oracleリソースが定義されているクラスタ内の各システムで同様の処理を行ってください。

2. sqlplus を使用して、Oracleユーザのパスワードを変更してください。

SQL> ALTER USER {username} IDENTIFIED BY {newpassword};

3. LifeKeeper GUIから、Oracleデータベースリソース階層を右クリックし、[Change Username /
Password]を選択してください。

4. [Username]を入力し、[Next]を選択してください。

5. [Password]を入力し、[Next]を選択してください。

6. [database user role]を選択し、[Apply]をクリックしてください。認証後、ユーザ名およびパスワードが更

新されます。

7. [Done]を選択してください。

8. すべてのクラスタノード上で LifeKeeperの設定ファイルを編集し、以下の変更を行ってください。

LK_ORA_NICE=0

$ORACLE_HOMEがローカルストレージ上にあり、クラスタの各ノードがそれらの$ORACLE_HOMEのコピーを保有

している場合 (一般的なアクティブ-アクティブ構成 ) ：

1. Oracleデータベースインスタンスが動作可能なシステム上で LifeKeeperの設定ファイル /etc/de-
fault/LifeKeeperを編集し、以下の行をファイルに追加してください。

LK_ORA_NICE=1

Oracleリソースが定義されているクラスタ内の各システムで同様の処理を行ってください。

2. sqlplus を使用して、Oracleユーザのパスワードを変更してください。

SQL> ALTER USER {username} IDENTIFIED BY {newpassword};

3. LifeKeeper GUIから、Oracleデータベースリソース階層を右クリックし、[Change Username /
Password]を選択してください。

4. sysユーザのように一時的に代用するユーザ名を [Username]に入力し、[Next]を選択してください。

5. [Password]を入力し、[Next]を選択してください。

6. [database user role]を選択し、[Apply]をクリックしてください。認証後、ユーザ名およびパスワードが更

新されます。

7. [Done]を選択してください。

8. バックアップシステムでOracleデータベースリソースを「In Service」にしてください。

9. バックアップシステムでデータベースが起動したら、sqlplus を使用して、Oracleアカウントパスワードを

変更してください。

SQL> ALTER USER {username} IDENTIFIED BY {newpassword};
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リソース階層のテスト

このパスワードを変更する場合、ステップ 2で設定した新しいパスワードを使用します。この手順

は $ORACLE_HOMEのセキュリティトークンをリセットします。

10. データベースをクラスタ内の各ノード上で「In Service」にし、手順 8を繰り返してください。

11. すべてのクラスタノード上でパスワードが変更されたら、適切なノードでOracleデータベースを「In Ser-
vice」に戻してください。

12. LifeKeeper GUIから、Oracleデータベースリソース階層を右クリックし、[Change Username /
Password]を選択してください。

13. [Username]を入力し、[Next]を選択してください。

14. [Password]を入力し、[Next]を選択してください。

15. [database user role]を選択し、[Apply]をクリックしてください。認証後、ユーザ名およびパスワードが更

新されます。

16. [Done]を選択してください。

17. すべてのクラスタノード上で LifeKeeperの設定ファイルを編集し、以下の変更を行ってください。

LK_ORA_NICE=0

リソース階層のテスト

まず手動スイッチオーバを実施することで、Oracleリソース階層をテストできます。これにより、プライマリサーバから

バックアップサーバへのリソースインスタンスのフェイルオーバをシミュレートします。

GUIによる手動スイッチオーバの実行

LifeKeeper GUI メニューで [Edit]の [Resource]から [In Service]を選択すると、手動でのスイッチオーバを開始

できます。例えば、バックアップサーバで In Service要求を実行すると、アプリケーション階層はバックアップサーバ

で In Serviceになり、プライマリサーバでは out of serviceになります。この時点で、元のバックアップサーバがプライ

マリサーバに、元のプライマリサーバがバックアップサーバに変わります。

Out of Service要求を実行すると、アプリケーションは他のサーバで In Serviceにならずに、out of serviceになり

ます。

リカバリ動作

プライマリサーバに障害が発生すると、Oracle Recovery Kit ソフトウェアは以下の作業を実行します。

l バックアップサーバのいずれかの物理ネットワークインターフェースで論理インターフェースを In Serviceにす

ることによって、Oracleをバックアップサーバで In Serviceにします。(注記 : これは、 IP リソースインスタンス

がOracle階層の子として定義されている場合にのみ実行されます。)

l ファイルシステムをそのサーバの共有ディスク上にマウントします。

l Oracleに関連するデーモンプロセスを開始します。
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リカバリ動作

リカバリ後はセッションコンテキストが失われているため、Oracleユーザは最初の接続に使用したのとまったく同じ

手順で再接続する必要があります。
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Chapter 4: トラブルシューティング

メッセージカタログは、SIOS Protection Suite for Linuxの使用時に検出されるすべてのメッセージのリストを示す

とともに、適宜、エラーの原因とエラー状態を解決するために必要な処置の説明を提供します。このリストから

受け取ったエラーコードを探すことができます。また、Oracle Recovery Kitの使用時に検出されるすべてのメッ

セージがリストされたOracle Kit メッセージカタログまたはOracle Listenerメッセージカタログを直接参照してもか

まいません。

l Oracle既知の問題と制限

Oracle 既知の問題と制限

制御ファイルのスイッチオーバの失敗

$ORACLE_HOMEディレクトリが回復されない場合、データベース制御ファイルが正しくセットアップされていない

可能性があります。自動スイッチオーバの場合は、データベースの作成中に制御ファイルを共有デバイス上に設

定する必要があります。制御ファイルを別々のサーバに置く場合は、変更が必要になったときに両方のサーバを

手動でアップデートする必要があります。

出力の打ち切り

Oracleの一部のバージョンでは、show parameters control_filesを sqldbaモードで実行するときに、出力が打ち

切られることがあります。使用しているOracleのバージョンがそのような動作をする場合は、以下の点を確認し

てください。

l controlfileパラメータ。パラメータが、$Oracle_HOME/dbs/init#SID.ora ファイルにあることを確認

します。

l controlfileデバイス。controlfileデバイスが、新規行ではなく、継続行で指定され、各デバイスがコンマで

区切られていることを確認します。

Oracle関連のデバイスが正しく設定されていない場合は、LifeKeeper Application管理の下で利用可能なファ

イルシステムアプリケーションを使用して、手動で設定できます。

共有ドライブ上に配置された Flash Recovery Destination
構成のセクションでも記載されているように、Flash Recovery destinationが、共有ドライブ上に配置されている

ことが重要です。Flash Recovery Areaがどこに配置されているかを確認する場合は、SYSDBA として以下のク

エリーを発行してください。

SQL> SELECT substr(Name,1,30) Name,

(SPACE_LIMIT/1024/1024/1024) Space_Limit_GB,
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データベースに接続できない場合のフェイルオーバの回避

SPACE_USED/1024/1024/1024 Space_Used_GB,

SPACE_RECLAIMABLE, NUMBER_OF_FILES

FROM V$RECOVERY_FILE_DEST;

NAME          SPACE_LIMIT_GB SPACE_USED_GB SPACE_RECLAIMABLE

------------------ -------------- ------------- -----------------

NUMBER_OF_FILES

---------------

/U01/flash_recovery_area   3.76171875   .156448364          0

4

下記は、このタスクを完了させるために、$ORACLE_HOME/dbs/spfile<sid>に変更を行う場合の例です。

SQL> ALTER SYSTEM SET DB_RECOVERY_FILE_DEST='/oracledb/oracle/flash_
recovery_area' scope=both;
System altered.
SQL> show parameter DB_RECOVERY_FILE_DEST;
NAME                       TYPE       VALUE
----------------------------------------------------------------------
db_recovery_file_dest      string     /oracledb/oracle/flash_recovery_
area
db_recovery_file_dest_size big integer 2G
SQL> commit;

データベースに接続できない場合のフェイルオーバの回避

リソースのヘルスチェックの実行時に、Oracle ARKは実行中のデータベースプロセスをチェックし、データベースへ

の接続を試行します。最大許容接続に達したことで生じるヘルスチェック障害を回避するには、

/etc/default/LifeKeeperで以下を設定します。

LK_ORA_NICE=1

注記 : LK_ORA_NICEを設定することで、非稼働データベースによって生じる他のタイプの接続エラーをマスクで

きます。この設定を使用する場合は、注意してください。

oratabの非伝統的な場所

デフォルトでは、Oracle ARKは oratabファイルをまず /etcで検索した後、 /var/opt/oracleでこのファイルを検索し

ます。このいずれかのデフォルトの場所に oratabファイルがない場合は、ORACLE_ORATABLOCを

/etc/default/LifeKeeperで oratab.が含まれるディレクトリに設定する必要があります。
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サポートされていないNFSバージョン 4

サポートされていない NFSバージョン 4
Oracle Recovery Kitは共有データベースストレージで NFSv3をサポートしています。現時点では、NFSv4の
ファイルロックメカニズムによりNFSv4はサポートされていません。

ローカルストレージでのOracleバイナリのインストール後のOracleデータベース
階層の作成

各 LifeKeeperクラスタノードのローカルストレージにOracleバイナリ( $ORACLE_BASE)をインストールした場合、

LifeKeeper GUIでOracleデータベース階層の作成時に以下のようなメッセージが表示されます。

BEGIN create of <SID> on server <server1(サーバ server1 でSID の作成を

開始)>
Creating resource instance <SID> on server <server1(サーバ server1 でリ

ソースインスタンス SID を作成)>
Setting resource state for <SID> on server <server1> to "ISP".(サーバ

server1 で SID のリソース状態を「ISP」に設定)

ORACLE_HOME「/opt/oracle/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1」が共有ファイ

ルシステムにありません。ORACLE_HOME ディレクトリおよび関連ファイルがすべてのサーバで同じ

であるか確認してください。詳細については、LifeKeeper Oracle Recovery Kit のド

キュメントを参照してください。
Creating dependent file system resource "/u00" on <server1>.(server1
で依存ファイルシステムリソース「/u00」を作成)
Creating dependency between Oracle database "SID (SID)" and the
dependent resource "/u00" on <server1>.(server1 で Oracle データベース

「SID(SID)」と依存リソース「/u00」間の依存関係を作成)
Creating dependency between Oracle database "SID (SID)" and the
listener resource "LSNR.LISTENER" on <server1>.(server1 で Oracle
データベース「SID(SID)とリスナーリソース「LSNR.LISTENER」間の依存関係を作成)
Performing in-service of new Oracle resource tag=< SID > on
<server1>.(server1 で新しい Oracle リソースタグ＝SID の In Service を実行)
END successful create of <SID> on server <server1(サーバ server1 で

SID の作成が正常終了)>

また、LifeKeeperログにも似たような警告が示されます。この警告が不要で、階層を拡張して作業を続行した

後、データベースリソースを別のノードで In Serviceにしようとした場合、 [LifeKeeper GUI]ダイアログに以下のよ

うなメッセージが表示されます。

Put resource "OST" in-service(リソース「OST」を In Service にする)
BEGIN restore of "OST" on server "cae-qa-v39"(サーバ「cae-qa-v39」で
「OST」のリストアを開始)
Begin the "start [ start.normal ]" of the database "OST" on "cae-qa-
v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start[start.normal]」を開始)
The "start [ start.normal ]" attempt of the database "OST" appears
to have failed on "cae-qa-v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start
[start.normal]」試行が失敗したようです)
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ローカルストレージでのOracleバイナリのインストール後のOracleデータベース階層の作成

ORA-01078: failure in processing system parameters(ORA-01078: システム

パラメータの処理障害)
LRM-00109: could not open parameter file
'/opt/oracle/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1/dbs/initOST.ora'
(LRM-00109: パラメータファイル

「/opt/oracle/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1/dbs/initOST.ora」を開く

ことができませんでした)
Begin the "start [ start.force ]" of the database "OST" on "cae-qa-
v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start[start.force]」を開始)
The "start [ start.force ]" attempt of the database "OST" appears to
have failed on "cae-qa-v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start
[start.force]」試行が失敗したようです)
select 'alter database datafile '||file#||' end backup;' from
v\$backup where status = 'ACTIVE'(ステータス＝「ACTIVE」の v\$backup から

「alter database datafile '||file#||' end backup;」を選択してください)

また、ダイアログボックスに以下のようなメッセージが表示されることもあります。

Put resource "OST" in-service(リソース「OST」を In Service にする)
BEGIN restore of "OST" on server "cae-qa-v39"(サーバ「cae-qa-v39」で
「OST」のリストアを開始)
Begin the "start [ start.normal ]" of the database "OST" on "cae-qa-
v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start[start.normal]」を開始)
122528 Initial inspection of "COMMAND" failed, verifying failure or
success of received output.」(122528 「COMMAND」の初期点検が失敗し、受信出

力の成否を検証できませんでした)
Logon failed with "" for "OST" on "cae-qa-v39".(「cae-qa-v39」の「OST」で
「」でログオンが失敗しました)Please check username/password and privileges.
(ユーザ名 / パスワードおよび権限をチェックしてください)
The "start [ start.normal ]" attempt of the database "OST" appears
to have failed on "cae-qa-v39".(「cae-qa-v39」でデータベース「OST」の「start
[start.normal]」試行が失敗したようです)
ERROR:(エラー: )

ORA-01031: insufficient privileges(ORA-01031: 不十分な権限)

Enter password:(パスワードを入力してください: )

ERROR:(エラー: )

ORA-01005: null password given; logon denied(ORA-01005: null パスワード

が返されました。ログオンが拒否されます)

この問題を解決するには、$ORACLE_BASE/adminをデータベースインスタンスが作成されたプライマリシステム

からバックアップシステム(階層が拡張された場所 )の$ORACLE_BASE/adminにコピーしてください。また、この

ディレクトリの所有権をOracleユーザ名およびOracleグループ(通常 oracle:oinstall)に変更してくださ

い。
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フェイルオーバ後も Oracleリスナーがプライマリサーバ上で稼動したままになる

また、すべての*{$ORACLE_SID}*(この例では OST)ファイルをプライマリファイルの$ORACLE_
BASE/product/11.2.0/dbhome_1/dbs からバックアップシステムのORACLE_
BASE/product/11.2.0/dbhome_1/dbsにコピーしてください。

例えば、これらはプライマリシステムからバックアップへコピーされたファイルであり、ORACLE SIDがOSTであると

します。

-rw-r----- 1 oracle oinstall 1544 2012-05-09 11:02 hc_OST.dat
-rw-r----- 1 oracle oinstall 24 2012-01-31 10:22 lkOST
-rw-r----- 1 oracle oinstall 1536 2012-03-05 09:02 orapwOST
-rw-r----- 1 oracle oinstall 2560 2012-05-09 10:58 spfileOST.ora

SIDがORA01のもう 1つの例では、以下のファイルがコピーされます。

-rw-r----- 1 oracle oinstall 1536 2010-09-08 18:25 orapwORA01
-rw-r----- 1 oracle oinstall 24 2010-09-08 18:25 lkORA01
-rw-r----- 1 oracle oinstall 2560 2010-09-08 18:30 spfileORA01.ora
-rw-r----- 1 oracle oinstall 1544 2010-09-08 18:30 hc_ORA01.dat

およびディレクトリ

peshm_ORA01_0/:

フェイルオーバ後も Oracle リスナーがプライマリサーバ上で稼動したままになる

ネットワーク障害に起因したOracleアプリケーションのフェイルオーバ後に、プライマリサーバ上でリスナー・プロセス

が稼動し続けることがあります。

データベース作成時の問題

問

題 :

dbcaを使用してデータベースを作成したときに、次のメッセージが表示された。

「ORA-00439 feature not enabled: string」( ORA-00439この機能は使用できません：

文字列 )

処

置 : 環境変数 $ORACLE_SIDの値を調べて、作成しているSID と同じか確認してください。

問

題 :

スクリプトからデータベースを作成したときに、次のメッセージが表示された。
「ORA-01092 ORACLE instance terminated.Disconnection forced」(ORA-01092
Oracle インスタンスが終了しました。強制的に切断されます)

処

置 :

bdumpディレクトリにある警告を参照してください。「ORA-12714 invalid national
character set specified」(ORA-12714 無効な各国語キャラクタセットが指定されまし

た)というメッセージが表示される場合には、環境変数 $ORA_NLS33の値を調べて、正しいロ

ケーションに設定されているか確認してください。

問

題 :
dbcaで生成されたスクリプトでデータベース作成中に問題が発生したら、次の手順を実行してく

ださい。
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データベース起動時の問題

処

置 :

1. 次のディレクトリがなければ、必ず作成してください

bdump
cdump
udump
<oracle data base directory>/oradata sid
<oracle data base directory>/dbs
<oracle data base directory>/admin/<SID>

bdumpディレクトリとudumpディレクトリのパスを調べる場合は、初期設定ファイル

( init<SID>.ora)を確認してください。

2. ファイル$ORACLE_HOME/dbs/orapwが存在するか確認してください。存在しない場合に

は、orapwd ユーティリティを使用して作成してください。

データベース起動時の問題

問

題 :

sqlplusを使用してデータベースを起動中に、次のメッセージが表示された。
「ORA-03113 end-of-file on communication channel」(ORA-03113 通信チャネル

でファイルが終わりになりました)

処

置 :
初期設定ファイル( init<SID>.ora)とパスワードファイル( orapw<SID>)がディレクトリ

$ORACLE_HOME/dbsにあるか確認してください。

問

題 :

データベースの起動時に、次のメッセージが表示された。
「ORA-01092 ORACLE instance terminated.Disconnection forced」(ORA-01092
Oracle インスタンスが終了しました。強制的に切断されます)

処

置 :

bdump ディレクトリにある警告を参照してください。「ORA-12701 CREATE DATABASE
character set is not known」(ORA-12701 CREATE DATABASE で指定したキャラクタ

セットが不明です)というメッセージが表示される場合には、環境変数 $ORA_NLS33の値を調べ

て、正しいロケーションに設定されているか確認してください。

LifeKeeperの inqfailエラーログ

フェイルオーバーに続いて、 inqfailエラーがLifeKeeperエラーログに表示された場合は、filesystemioの設

定を変更する必要があります。

注記 :ディスク IDおよびサーバ名はそれぞれの設定で異なります。

この問題を解決するには、filesystemio=「SETALL」を filesystemio=「ASYNCH」へ設定変更する必要

があります。

この設定を探すには、以下のSQLコマンドでオプションを確認してください。

1. SQL> show parameter filesystemio;

2. 以下のコマンドを使用して設定を変更してください。

SQL> alter system set filesystemio_options=<XXXXXXX> scope=spfile;
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LifeKeeperの inqfailエラーログ

<XXXXXXX> は以下に設定できます。

<XXXXXXX> = {none | setall | direction | asynch}

NONE - 最適化なし

ASYNC - 非同期 I/O を有効化

DIRECTIO - ダイレクト I/O を有効化

SETALL - 使用可能なすべての機能を有効化

重要 :パラメータの再設定の後、Oracleを再起動する必要があります。
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付録

Raw I/O を使用するためのOracleのセットアップ

以下の手順に従って、ファイルの代わりに共有 Raw I/Oデバイスを使用するOracleデータベースを作成します。

1. データベースを作成するために最低限必要なファイルの数とサイズを決めます。これには、制御ファイル、

テーブルスペース、REDOログが含まれます。それらのアイテムの一部をファイルとし、それ以外をRaw I/O
デバイスとする混合セットアップも可能です。すべてのRaw I/Oデバイスが共有ディスクパーティションを使

用する必要があります。

2. 必要な数のRaw I/Oデバイスを使用して、Raw I/Oセットアップを作成します。

a. Oracleデータベースを作成するときに指定するサイズ以上のサイズで RAWデバイスを作

成します。

b. raw コマンドを使用して、システム初期化ファイル(つまり、boot.localまたは

rc.local)にRAWデバイスマッピングを作成します。どのRAWデバイスがどのOracle
ファイルを表すのかを識別するために、意味のあるコメントを追加してください。これは、シス

テムのリブートを行う場合に、マッピングを再確立できるようにするために必要です。Raw
I/OデバイスがLifeKeeperの保護下に置かれたら、これらのマッピングは手動でファイルから

削除してください。

3. 以下のコマンドを使用して、RAWデバイスをOracleデータベースに書き込み可能にします。

chown oracle:dba /dev/raw[0-9]*

ここで、オーナおよびグループは、Oracleインスタンスの構成に固有です。

4. マッピングを含むファイルを実行して、RAWデバイスの設定をアクティブにします。

5. データベース作成スクリプトがすでに存在している場合は、ステップ 6へ進みます。データベース作成スクリ

プトがない場合は、Oracle JavaGUIツールの1つ( dbassist または dbca)を使用して作成できま

す。どちらのツールを使用する場合も 「Save As Script」を選択してください。データベースの作成を選択

しないでください。

注記 :

l dbca で、スクリプトを生成するには、「New Database」テンプレートを選択する必要があ

ります。必要であれば、ファイル名を共有デバイスに変更し、構成の値を調整します。

l この時点で DB作成プロセスを開始しないでください。dbassist ツールは、各テーブル

スペースに指定されたファイルがすでに存在しているかどうかをチェックし、ファイルが存在し

ている場合は処理を行いません。dbca ツールはファイルを上書きするかどうかを確認する

メッセージを表示しますが、RAWデバイスでは失敗します。どちらの場合も、これらのツー

ルからRAWデバイスを直接使用することはできません。
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Raw I/Oを使用するためのOracleのセットアップ

6. データベース作成スクリプト (既存のもの、もしくは dbassist または dbcaで作成したもの)を編集する

必要があります。該当するファイル名 (パスを含む)を、Raw I/Oデバイスのフルパス名に置き換えます。対

象となるファイルには(最低限 )データベース作成ファイル( CREATE DATABASEコマンド用 )とテーブルス

ペース作成ファイル( CREATE TABLESPACEコマンド用 )があります。選択した dbassist または dbca
のオプションによっては、さらに別のファイルを編集しなければならない場合があります。また、必要に応じ

て、初期化ファイルを編集し、制御ファイルをRaw I/Oデバイスに変更します。初期化ファイルは、作成

スクリプトが存在するディレクトリにあります。データファイルの場合、編集結果は以下のようになります。

...

CREATE DATABASE "LK"

maxdatafiles 254

maxinstances 8

maxlogfiles 32

character set US7ASCII

national character set US7ASCII

DATAFILE '/dev/raw/raw1' SIZE 260M AUTOEXTEND ON NEXT 10240K

logfile '/ora/LK/redo01.log' SIZE 500K,

'/ora/LK/redo02.log' SIZE 500K,

'/ora/LK/redo03.log' SIZE 500K;

...

Raw I/Oデバイスのサイズは、格納するデータのためにOracleが必要とする最低限のサイズにし

ます。

7. ここで、ステップ 5で作成したスクリプトを実行してデータベースを作成します。

8. 作成ログをチェックして、データベースまたはテーブルスペースのエラーが発生していないか確認します。

9. 作成スクリプトでデータベースを作成中に問題が発生するか、後でRAWデバイスにテーブルスペースを

追加する場合、適切なツール( dbassist または dbca)でデータベースを作成する必要があります。そ

の後、sqlユーティリティから次のようなコマンドを実行して、Raw I/Oデバイスデータファイルを追加しま

す。

tablespace RAWTS
DATAFILE ‘/dev/raw/raw217’ SIZE 50M REUSE
DEFAULT STORAGE (INITIAL 50K NEXT 50K
MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS 4) ONLINE

10. udevの規則を追加して、RAWデバイスの権限および所有権をリブート、切り替え、フェイルオーバがあっ

ても変わらないようにします。

Linux 2.6カーネルでは、udevシステムは、RAWデバイスなどの特殊ファイルの作成をカーネルが

制御するためのデフォルトの方法です。RAWデバイスをOracleで使用する場合、固有の所有

権および権限の設定が必要です。このような固有の設定は、カーネルのデフォルトの設定と競合

します。固有の設定をアドレス指定するには、udevの規則を使用して、LifeKeeperが保護する

Oracle SIDで使用するOracleユーザおよびOracleグループにRAWデバイスの所有権を設定す

る必要があります。
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階層作成後のテーブルスペースの追加

注記 :一部のOSディストリビューションでは、デバイスを作成するための規則とデバイス権限を設

定するための規則を分ける必要があります。詳細については、OSディストリビューションのudev ド
キュメントを参照してください。

OSディストリビューションで動作する udev規則の例を下記に示します。

KERNEL=="raw10", RUN+="/bin/chown oracle:oinstall
/dev/raw/raw10"

KERNEL=="raw[3-5]*", OWNER="oracle", GROUP="oinstall",
MODE="660"

リソース階層を In Serviceにする前に、作成した udevの規則を LifeKeeperクラスタのすべての

ノードに適用する必要があります。

階層作成後のテーブルスペースの追加

LifeKeeperでOracle階層を作成した後にRaw I/Oデバイスでテーブルスペースを追加する場合は、GUIを使

用して LifeKeeper Raw I/O階層を作成し、Oracleリソース(親 )とRaw I/Oリソース(子 )の間に依存関係を手

動で作成する必要があります。

複数のリソースに対する共有 Oracle Listenerの作成

ご利用のシステム構成で次のいずれかが当てはまる場合、Oracle Listenerを作成できます。

l 複数のOracle SIDに対して、複数のListenerが定義されている。

l Oracle Listenerが設定において重要なコンポーネントである。

l 複数のOracle SIDに対して 1つのListenerが定義されている。

注記 :複数のListenerをSPSで保護する場合、LISTENER/SID_LIST_LISTENERスタンザのコレクションは

すべて一意である必要があります。(例：11gインストールの listener.oraファイルにはスタンザLISTENER_11G_
1/SID_LIST_LISTENER_11G_1が含まれます。)

このプロセスにより、LifeKeeper内のListenerを保護し、さまざまな ListenerとSIDの組み合わせに対応できる

ようになります。

複数のリソースに対して 1つの共有 Oracle Listenerを作成する場合は、下記の手順に従ってください。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Server]を選択します。ドロップダウンメニューから、

[Create Resource Hierarchy]を選択します。

重要 : リソースを作成するときは、Oracleアプリケーションが実行されている必要があります。

2. ダイアログボックスが表示され、クラスタ内にインストール済みの認識されているすべてのRecovery Kitが
ドロップダウンリストボックスに表示されます。ドロップダウンリストから [Oracle Database Listener]を選択

します。[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。
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複数のリソースに対する共有 Oracle Listenerの作成

3. 次の表で説明している情報を入力します。ダイアログボックスで [Back]ボタンが有効な場合は、前のダ

イアログボックスに戻ることができます。これは、エラーが発生して、以前に入力した情報を訂正する必要

がある場合に特に役立ちます。階層作成手順のどの段階でも、[Cancel]をクリックすると、作成プロセ

ス全体がキャンセルされます。

フィール

ド
ヒント

スイッチ

バックタイ

プ

intelligentまたは automaticを選択します。これは、サーバがフェイルオーバした後、どのように

Listenerリソースがサーバにスイッチバックされるかを指示します。データレプリケーションを使用

する場合は、スイッチバックタイプは intelligentに選択してください。

注記 :スイッチバックタイプは Listenerリソースによって使用される依存リソース( IPおよびボ

リュームリソース)と一致している必要があります。そうでない場合は、作成に失敗します。

サーバ 階層を作成したいサーバを選択してください。

Listener
設定ファ

イルのパ

ス

Oracle listener設定ファイルへのフルパスを選択してください。

Listener
名

このリソースインスタンスで保護するOracle Listenerの名前を選択してください。

Listener
の実行

パス

Oracle Listenerプログラムの実行パスを選択します。このパスはOracle Listenerを起動・停

止・監視・回復する際に必要となります。

Listener
の保護

レベル

以下のレベルの1つを選択してください。

Full Control(開始、停止、監視および回復 )

Intermediate Control(開始、監視および回復 )

Minimal Control(開始および監視のみ)

Listener
のリカバリ

レベル

指定された listenerに対するリカバリレベルを選択します。

Standard (On) –標準のLifekeeperリカバリを可能にします。Standard (On)が選択されてい

る場合は、すべての listener障害がローカルで発生し、必要であれば、有効なバックアップ

サーバへとフェイルオーバを行います。

Optional (off) –オプションのLifeKeeperリカバリを有効にします。Optional (Off)を選択した場

合は、すべての listener障害が局所的に発生しますが、有効なバックアップサーバへフェイル

オーバが行われません。

IPアドレ

ス名

このリソース階層の依存関係として保護される IPアドレスのリソース名を選択してください。

選択された listenerに関連した IPアドレスは選択リストに表示されます。 IP リソースが設定

に必要がない場合は [None]を選択してください。

Listener
タグ

サーバ上のリソースに対するユニークな名前を入力してください。名前に対する有効な文字

は、アルファベット、数字および特殊記号 - _ . /になります。
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複数のリソースに対する共有 Oracle Listenerの作成

4. [Create]ボタンを選択し、階層の作成を開始します。インフォメーションボックスが表示され、LifeKeeper
がデータベース listenerリソース階層を作成するために提供した有効なデータを確認します。LifeKeeper
が問題を検知した場合は、インフォメーションボックスにエラーが表示されます。認証に成功すると、リソー

スが作成されます。

5. [Pre-Extend Wizard]ダイアログはリソース階層の作成が完了した場合に表示され、以下の情報を入

力することになります。Extendのオペレーションに慣れていない場合は、それぞれのダイアログで選択をし

た後 [Next]を選択してください。LifeKeeperの [Extend Resource Hierarchy]作業のデフォルト値が

分かっていて、入力と確認を省略する場合は、[AcceptDefaults]をクリックします。

フィー

ルド
ヒント

ター

ゲット

サー

バ

階層が拡張されるターゲットサーバを選択してください。リソースが少なくとも 1つのサーバへ拡張

される前にキャンセルを選択した場合は、LifeKeeperは階層のアプリケーションに対して保護を

しません。

スイッ

チバッ

クタイ

プ

バックアップサーバへフェイルオーバした後、 in serviceにする場合に、どのようにOracle Listener
インスタンスがこのサーバにスイッチバックするかを指示します。 intelligentまたは automaticを選択

できます。スイッチバックタイプは、必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの

[General] タブで後から変更できます。

注記 :スイッチバックストラテジーは、Oracle Listenerリソースによって使用される依存リソースのも

のと一致している必要があります。

テンプ

レート

の優

先順

位

このフィールドは、作成時に拡張しなかった場合に表示されます。

リソースに対するカスケーディングフェイルオーバシーケンスにおける、テンプレートサーバの優先順

位を 1から 999までの間の値を入力してください。低い数値は高い優先順位となります。

LifeKeeperは、階層が作成されたサーバの値を「1」に割り当てています。2つのサーバは与えら

れたリソースに対して同じ優先順位をもつことはできません。

ター

ゲット

の優

先順

位

リソースに対するカスケーディングフェイルオーバシーケンスにおける、ターゲットサーバの優先順位

を 1から 999までの間の値を入力してください。低い数値は高い優先順位となります。

LifeKeeperは、階層が拡張される最初のサーバのデフォルト値を 10にすることを推奨します。

6. pre-extendチェックに成功したというメッセージを受けた後、[Next]をクリックし、以下の情報を入力してく

ださい。

フィール

ド
ヒント

Listener
設定

ファイル

のパス

Oracle Listener設定ファイルに対するフルパスを選択してください。
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Listener保護レベルのアップデート

Listener
の実行

パス

Oracle Listenerプログラムの実行パスを選択します。このパスはOracle Listenerを起動・停

止・監視・回復する際に必要となります。

Listener
タグ

このフィールドはプライマリサーバ上の新しいOracle Listenerリソースに対してユニークな名前

で自動的に割り当てられます。デフォルトのネーミングパターンが表示されます。他のユニーク

な名前を入力することもできます。Listenerタグに対する有効な文字は、アルファベット、数字

および特殊記号 - : . /になります。

7. [Extend]をクリックします。[Hierarchy Integrity Verification]ウィンドウが、Hierarchy Verfication Fin-
ished(階層完了 )のメッセージと共に表示されます。[Next Server]または [Finish]をクリックしてくださ

い。

Listener保護レベルのアップデート

1. リソースを選択後、[Resource]ツールバーから ボタンを選択し、リソースの保護レベルをアップデート

してください。

2. 以下の情報を入力してください。

フィールド ヒント

Listener の保護レベル

以下の1つを選択してください。

Full Control(開始、停止、監視および回復 )

Intermediate Control(開始、監視および回復 )

Minimal Control(開始および監視のみ)

3. [Update]を選択し、現在の状態から新しい状態へと保護レベルを変更してください。現在の状態を変

更しない場合は、[Cancel]を選択してください。

Listener リカバリレベルのアップデート

1. listenerを選択後、[Resource]ツールバーから ボタンを選択し、リソースのリカバリレベルをアップデー

トしてください。

2. 以下の情報を入力してください。

フィールド ヒント
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保護された Listenerのアップデート

Listener
のリカバリ

レベル

指定された listenerに対してリカバリレベルを選択してください。

Standard( On) -標準のLifeKeeperリカバリを可能にします。 [Standard( On) ]が選択されて

いる場合は、すべての listener障害がローカルで発生し、必要であれば、有効なバックアップ

サーバへとフェイルオーバを行います。

Optional( Off) -オプションのLifeKeeperリカバリを可能にします。 [Optional( Off) ]を選択した

場合は、すべての listener障害が局所的に発生しますが、有効なバックアップサーバへの

フェイルオーバは行われません。

アップデー

トの確認

[Update]ボタンを選択し、リカバリレベルを現在の状態から新しい状態へと変更してくださ

い。

現在の状態を変更しない場合は [Cancel]を選択してください。

3. [Update]をクリックし、リカバリレベルを現在の状態から新しい状態へと変更してください。現在の状態を

変更しない場合は [Cancel]を選択してください。

保護された Listenerのアップデート

1. Listenerを選択後、[Resource]ツールバーから ボタンを選択し、保護された Listenerのアップデー

トを行ってください。

2. 以下の情報を入力してください。

フィールド ヒント

Listener 名 リソースインスタンスに対して、保護するOracle Listenerの名前を選択してください。

IP アドレス

名

このリソース階層の依存関係として追加する IPアドレスのリソース名を選択してくださ

い。

この設定に対して追加する IP リソースが存在しない場合は [None]を選択してくださ

い。

3. [Update]を選択し、保護された Listenerおよび IP の割り当てを現在の状態から新しい状態へと変更

してください。現在の状態を変更しない場合は [Cancel]を選択してください。

[Update]を選択した場合、特定のリソースに対する保護された Listenerがアップデートされてい

る状態がダイアログに表示されます。[Finish]をクリックしてください。
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